第 十四の 男 は 語る。 

「わたくし は 随園戯 編と 題す る 『子 不語』 について お 

話し 申します。 

しん えんぱ い あざな しさ い かんさ い 

この 作者 は 清の 袁 枚で、 字 を子才 といい、 号 を簡斎 

せんとう けん リ ゆう しんし 

といい まして、 銭塘の 人、 乾隆 年間の 進士 で、 各地 方 

の 知 県 をつ とめて 評判の よかった 人であります が、 年 

四十に して 官途 を 辞し、 江 寧の 小 倉 山 下に 山荘 を 作つ 

しょ * つそう さんぼう 

て 小 倉 山 房と いい、 その 庭園 を随 園と 名 づけました 

ので、 世の 人 は随園 先生と 呼んで 居りました。 彼 は 詩 

文の 大家で、 種々 の 著作 も あり、 詩人と して は 乾隆四 

家の 一 人に 数えられて 居ります。 



しん きょうふう 

清の 乾隆 二十 年、 都で 小児が 生まれる と、 驚 風 (脳 

膜 炎) にか かってた ちまち 死亡す るの が 多かった。 伝 

える ところに よると、 小児が 病い にか かる 時、 一 羽の 

きゅうりゅう けちよう 

鵂鸛 —— 一種の 怪 鳥で、 形 は 鷹の ごとく、 よく 人語 

をな すと いう ことで ある。 のよう な 黒い 鳥 影が と 

もしび の 下 を 飛びめ ぐる。 その 飛ぶ ことい よいよ 疾け 

れば、 小児の 苦しみ あえぐ 声が いよいよ 急になる。 小 

児 の 息が 絶えれば、 黒い 鳥 影 も 消えて しまう というの 

であった。 

そのうちに 或る 家の 小児 もまた 同じ 驚 風に かか つ て 

苦しみ 始めた が、 その 父の 知人に 鄂某 というの が あつ 



これ も 驚いて 奥から 出て 来た。 鄂が怪 鳥 を 射た という 

話 を 聞いて、 李 公 も 不思議に 思った。 

「では、 すぐに 竈の 下 を あらためて みろ」 

人び とが 打ち 寄って 竈の あたり を 検査す ると、 その 

そばの 小屋に 緑の 眼 を ひからせた 老女が 仆れ ていた。 

老女 は 猿の ような 形で、 その 腰に は 矢が 立って いた。 

しかし 彼女 は 未見の 人で はなく、 李 公が 會て雲 南に 

在った ときに 雇い入れた 奉公人であった。 雲 南 地方の 

びょう よう 

山地に は 苗 または※ 〔# 「けものへん +搖 のつ くり」、 

296-£ という 一種の 蛮族が 棲んで いるが、 老女 も その 

か つ りちぎ 

一 人で、 老年で ありながら 能く 働き、 且は 正直 律義の 



これ も 鳥の 妖 である。 清の 雍正 年間、 内 城の 某 家で 

よめ めと さとかた 

息子の ために 媳を娶 る ことにな つた。 新婦の 里方 も 

大家で、 沙河 門外に 住んで いた。 

かご おお ぜ、. 

新婦 は轎に 乗せられ、 供の 者 大勢 は 馬上で その 前後 

を 囲んで 練り 出して 来る 途中、 一 つの 古い 墓の 前 を 通 

つむじかぜ 

ると、 俄かに 旋風の ような 風が 墓の あいだから 吹き 

出して、 新婦の 轎の まわり を 幾た びかめ ぐった ので、 

すな へきえき 

おびただしい 沙は眼 口 を 打って 大勢 もす こぶる 辟易し 

たが、 やがて その 風 も 鎮まって、 無事に 婿の 家へ 行き 

着いた。 

轎 はおろ されて、 介添えの 女が すだれ を かかげて か 



あるの は 誰に も 想像され る ことで あるから、 大勢 は 騒 

ぎ 立てて 捕えよう としたが、 短い 武器で は 高い 梁の 上 

ま ► J 

までと どかない ので、 さらに 弓矢 や 長い 矛 を 持ち出し 

て 追い立て ると、 怪鳥は 青い 燐 のよう な 眼 を ひからせ、 

大きい 翅 を はたはたと 鳴らして 飛びめ ぐ つた 末に、 

門 を 破って 逃げ去った。 

そこで、 倒れて いる 婿と 媳とを 介抱して、 事の 子細 

を 問いた だすと、 婿 は 血の 流れる 眼 をお さえながら 

言った。 

「寝間へ はいった ものの、 媳 ふたりで はどうす る こと 

も 出来ない ので、 しばらく 黙って むかい 合って いるう 



大抵の 化け物 は 向う から 退却して しまう に 決ま つてい 

るの だ」 

それでも 主人 は 万一 を 気づかって さえぎった。 彼の 

妻子ら もしき りに 諫めた。 しかも 強情 我慢の 彼 はどう 

しても 肯 かないの である。 

「おまえ 達 は ほかの 部屋に 寝ろ。 おれ はどうしても あ 

の楼に 一 夜 を 明かす の だ」 

けんそく 

あくまでも 強情 を 張り 通して、 彼 は 妻子 眷族 を 別室 

しょく 

に 宿らせ、 自分 ひと リは剣 を 握リ、 燭 をたず さえ、 楼 

に 登って 妖怪の あらわれ るの を 待って いると、 宵のう 

ちに は 別に 何事 もなかつ たが、 夜 も 三更 (午後 十一 時 



I 午前 一時) に 至る 時、 扉 をた たいて 進み 入った の は、 

ひげ かんむり 

白い 鬚 を 垂れて 紅い 冠 を かぶった 老人で、 朱 鑠を仰 

いちゅう 

いで うやうやしく 一 揖 した。 

「貴様 はなん の 化け物 だ」 と、 朱 は 叱り付けた。 

「それがし は 妖怪で は ござらぬ。 この あたりの 土地の 

神で ござる。 あなたの ような 貴人が ここ へ お出でに 

せんめつ 

なった の は、 まさに 妖怪 どもが 殲滅の 時節 到来いた し 

まか 

たものと 思われます。 それゆえ 喜んでお 出迎 いに 罷り 

出で ました」 

老人 はまず 自分の 身の上 を 明かした 後に、 朱に む 

か つ て 斯うい うこと を 頼んだ。 



人の 安否 を 気づかって、 ひそかに 様子 をう かがいに 来 

たと ころ を、 片端から 斬り 倒された のであろう。 そう 

判る と、 朱 は 声 を あげて 嘆いた。 

おもちゃ 

「化け物め。 すっかり おれ を 玩具に しゃ あがった」 

言う かと 思う と、 彼 も そこに 倒れた ままで 息が 絶え 

た。 

水 鬼の 箒 

ちょうこう ぎょう しんわい はん 

張鴻 業と いう 人が 秦淮へ 行って、 潘 なにがしの 家 

に 寄寓して いた。 その 房 は 河に 面した ところに あった _ 



で、 牛 はもう 動く ことが 出来ない。 わたし もお どろい 

て 救い を 呼ぶ と、 往来の 人び とも 加勢に 龃 けつけ て、 

力 を あわせて 牛を牽 いたが、 牛の 四 足 は 泥の なかへ 吸 

い 込まれた ようになって、 曳け ども 押せ ども 動かない _ 

かぎゅう 

百計 尽きて 思いつ いたのが 火 牛の はかりごとで、 試み 

に 牛の 尾に 火 をつ ける と、 牛 も 熱い のに 堪えられ なく 

なった と 見えて、 必死の 力 を ふるって 起ち あがる と、 

ようように 泥の 中から 足 を 抜く ことが 出来ました。 そ 

あらた ほうき 

れ から 検 めて みると、 牛の 腹の 下に は 古い 箒の よう 

な ものが しっかりと 搦 みついて いて、 なかなか 取れ ま 

せんでした。 それが また、 非常に なまぐさ いような 臭 



いがして 寄り付かれません。 大勢が 杖 を もって 撃ち 叩 

くと、 幽鬼の むせび 泣く ような 声が して、 したたる 水 

はみ な 黒い 血の しずくでした。 大勢 はさら に 刃物で そ 

れを ずたずたに 切って、 柴の 火へ 投げ込んで 焚いて し 

まい ましたが、 その 忌な 臭い は ひと 月 ほど も 消えな 

かった そうです。 しかし それから 後 は、 黄 泥 溝で 溺れ 

死ぬ 者 はなくな りました」 

きょうし 

僵尸 (屍体) を 画く 

杭 州の 劉 以賢は 肖像画 を 善くす るを以 つ て 有名の 画 



を 働かせて いる。 劉 は 一 生 懸命に 筆 を 動かしながら、 

時 どきに 大きい 声で 人 を 呼んだ が、 誰も 返事 をす る 者 

せま 

がない。 鬼気 はいよ いよ 人に 逼 つて、 劉の 筆の さき も 

ふ る 

顫えて 来た。 

そのうちに 枠の 帰つ て 来たらし い 足音が きこえた の 

で、 やれ 嬉し やと 思って いると、 果たして 枠 は 二階へ 

あがって 来たが、 父の 死骸が この 化で あるの を 見て、 

あっと 叫んで 仆れ てし まった。 その 声 を 聞きつ けて、 

隣り の 人 は 二階から のぞいた が、 これ も 驚いて 梯子 か 

ら， j ろげ 落ちた。 

こういう 始末で あるから、 劉 はます ます 窮 した。 そ 



れ でも 逃げる こと は 出来ない。 逃げれば 追い かけて 来 

て摑み 付かれる 虞れ が あるので、 我慢に 我慢して 描き 

つづけて いると、 そこへ 棺桶 屋が棺 を 運び込んで 来た 

ので、 劉 はすぐ に 声をかけた。 

ほうきぐ さ 

「早く 箒 を 持って来て くれ。 箒 草の 箒 を …… 」 

棺桶 屋 はさす がに 商売で、 走 屍な どに はさの み 驚か 

ない。 走 屍 を 撃ち 倒す に は 箒 草の 箒 を 用いる こと を か 

ねて 心得て いるので、 劉の いうが ままに 箒 を 持って来 

て、 かの 死骸 を 撃ち払う と、 死骸 は 元の ごとく 倒れた _ 

しょうが ゆ 

気絶した 者に は 生姜 湯 を 飲ませて 介抱し、 死骸 は 早々 

に棺に 納めた。 



美，^ ノ 年び . f 

京 城の 金魚 街に 徐四 という 男が あ つ た。 家が 甚だ 貧 

しいので、 兄 夫婦と 同居して いた。 ある 冬の 夜に、 兄 

は 所用あって 外出し、 今夜 は 戻らない という。 兄嫁 は 

さか 

賢し い 女で あるので、 夫の 出た あとで 徐 四に 言った。 

「今夜 は 北風が 寒い から、 煖坑 (床下に 火 を 焚いて、 

その上に 寝る ので ある) でなければ、 とても 寝られ ま 

うち 

すまい。 しかし この 家に はたった 一 つの 煖坑 しかない 

のです から、 夫の 留守に あなたと 一 つ 床に 枕 をなら ベ 



ば、 おまえ は 今夜 この 寺に 泊まって 家へ 戻らぬ 方が よ 

い。 万一 の 場合に は、 わたしの 留守の 間に 入り込んで 

来たの だとい えば、 申し訳 は 立つ。 夜が 明ければ、 女 

は どこへ か 立ち去る に 相違ない から、 その 時刻 を 見 計 

ら つ て 帰る Y とに しなさい」 

なるほどと 徐 四もう なず いて、 その 夜 を善覚 寺で 明 

かす ことにした。 それで 済めば 無事で あつたが、 外 宿 

した 徐 四の 兄 は 夜 ふけの 寒さに 堪えかねて、 わが 家へ 

きもの 

毛皮の 衣 を 取りに 帰る と、 寝床の 煖坑の 下に は 男の 

く つ よぎ 

沓が ぬいで ある。 見れば、 男と 女と がー つ 衾に 眠って 

いる。 さて はおれの 留守の 間に、 妻と 弟め が 不義 を は 



「この 県に は 妖気が ある」 と、 張 天 師は眉 を ひそめた。 

そうして、 知 県の 妻 を 呼んで 聞きた だした。 

「お前 は 今から 数年 前の 何月 何日の 夜に、 門 を 叩かれ 

たこと を 覚えて いるか」 

「おぼえて 居ります」 

おっと こくぎよ 

「現在の 夫 はまことの 夫で はない。 年 を 経た る 黒 魚 

(鱧の 種類) の 精で ある。 おまえの 夫 はかの 夜す でに 

黒 魚の ために 食われて しまったの である ぞ」 

妻 は 大いにお どろいて、 なにとぞ 夫の ために 仇 を 報 

いてく だされと、 天師 にす がって 嘆いた。 張 天 師は壇 

に 登って 法 をお こなう と、 果たして 長さ 数 丈 ともいう 



べき 大きい 黒 魚が、 正体 を あらわして 壇の 前に ひれ 伏 

した。 

「なんじの 罪 は 斬に 当る」 と、 天師は おごそかに 言い 

渡した。 「しかし 知 県に 化けて いる あいだに すこぶる 

善政 をお こなって いるから、 特になん じの 死 を ゆるし 

て やる ぞ」 

天師は 大きい 甕の なかに かの 魚 を 押し 籠め て、 神符 

を もって その 口 を 封 じ、 県衙の 土中に 埋めて しまった _ 

そのと きに、 魚 は 甕の なかから しきりに 哀れみ を 乞 

うと、 天師 はまた 言い渡した。 

ゆる 

「今 は赦 されぬ。 おれが 再び ここ を 通る ときに 放して 



やる」 

張 天師は その後 ふたたび 帰 安 県 を 通らなかった。 

匕匕ハ 

が 育 ハ 

しんけん りゅう こきゅう 

清の 乾隆 二十 六 年の ことで ある。 虎邙に 乞食が 

く ゆう せんば 

あって 一 頭の 狗熊を 養って いた。 熊の 大きさ は 川 馬の 

ごとくで、 箭 のよう な 毛が 森 立して いる。 

ァ J の 熊 の 不思議 は、 物 をい うこと こ そ 出来な い が、 

筆 を 執って 能く 字 を かき、 よく 詩 を 作る ので ある。 往 

来の 人が 一 銭 を あたえれば、 飼いぬ しの 乞食が その 熊 



を 雨の ごとくに 流した。 

観る ひと 大いにお どろいて、 その 書いた もの を 証拠 

に 訴え出る と、 飼い主の 乞食 はすぐ に 捕われて、 すべ 

て その 通りで あると 白状した ので、 かれは 立ち どころ 

に 杖 殺され、 狗 熊の 金 汝利は 長沙の 故郷 へ 送り 還され 

た。 

人魚 

著者の 甥の 致 華と いう 者が 淮 南の 分 司と な つ て、 

しせん きしゅう 

四川の※ 州 〔# 「くさかんむり \ (止+ (自 \儿) +氾 のつ 



くリ) \ 夂」、 312-2U 城 を 過ぎる と、 往来の 人び とが 何 か 

しさい 

気ち がいの ように 騒ぎ 立って いる。 その子 細 をき くと、 

じょし 

或る 村民の 妻徐 氏と いうの は 平生から 非常に 夫婦仲が 

よかった が、 昨夜 も 夫と おなじ 床に 眠って、 けさ 早く 

起きる と、 彼女の すがた は 著る しく 変って いた。 

徐 氏の 顔 や 髪 や 肌の 色 はすべ て 元の ごとくで あるが、 

その 下半身が いっか 魚に 変って しまったの である。 乳 

うろこ 

から 下に は 鱗が 生えて なめらかに なまぐさく、 普通 

の 魚と 同様で あるので、 夫 もた だ 驚く ばかりで、 どう 

する 術 も 知らなかった。 妻 は 泣いて 語った。 

「ゆうべ 寝る 時分に は 別に 何事もなく、 ただ 下半身が 



のま ま 出発して しまった ために、 人魚 ともいうべき 徐 

氏 を どう 処分した か、 彼女 を 魚と して 河へ 放す ことに 

した か、 あるいは 人と して 家に 養って 置く ことにした 

か、 それらの 結末 を 知る ことが 出来なかった そうで あ 

る。 

金鉱の 妖霊 

かんきし 

乾※ 子 〔# 「鹿 \ 几」、 313-3U というの は、 人で はない。 

け きょうし 

人の 死骸の 化した る もの、 すなわち 前に 書いた 僵 尸の 

たぐいで ある。 雲 南 地方に は 金鉱が 多い。 その 鉱 穴に 



入った 坑夫のう ちに は、 土に 圧されて 生き埋め になつ 

て、 あるいは 数十 年、 あるいは 百年、 土 気と 金気に 養 

われて、 形骸 は そのまま になって いる 者が ある。 それ 

を 乾※ 〔# 「鹿 \ 几」、 313-6U 子と 呼んで、 普通に は それ 

を 死なない 者に している が、 実は 死んで いるので ある。 

死んで いるの か、 生きて いるの か、 甚だ あいまいな 

乾※ 〔# 「鹿 \ 几」、 313-8U 子なる もの は、 時 どきに 土の 

なかから 出て あるく と 言い伝えられ ている。 鉱内は 夜 

の ごとくに 暗い ので、 穴に 入る 坑夫 は 額，" の 上に とも 

しび をつ けて 行く と、 その 光り を 見て かの 乾※ 〔# 「鹿 

\ 几」、 313-1S 子の 寄って 来る ことがある。 かれら は 



彼 も 今 は 途方に くれて、 一方に は 人の 救い を 呼び つづ 

けながら、 一方に は そこに ある 竹 杖 をと つて 無暗に 叩 

き 立てて いると ころへ、 他の 人び とも あつまって 来た- 

大勢の 人 かげ を 見て、 怪物 は どこへ か 立ち去つ てし 

まって、 夜の あける まで 再び 襲って 来なかった。 水が 

引いて から 土地の人の 話 を 聞く と、 それ は 山 和尚と い 

う もので、 人が 孤独で いるの を 襲って、 その 脳 を 食ら 

うので あると。 

火箭 
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